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幅
広
い
世
代
を
対
象
に
、
文

学
・
歴
史
、
文
化
、
工
芸
さ

ら
に
Ｉ
Ｔ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
至
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
金
沢
学
院
大
学
9

講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。 
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日 

 

北
國
銀
行
は
2

0

0

9

年
よ
り
経
営
情
報
学
部
で
寄

付
講
座
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
金
融
の
現
場
の
方
々
が

講
師
を
務
め
て
い
る
こ
と
か

ら
「
生
き
た
金
融
・
経
済
が

学
べ
る
」
と
学
生
に
は
好
評

を
博
し
て
い
る
、
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
協
定
締
結
に
よ
っ

て
、
金
沢
学
院
と
北
國
銀
行

と
の
協
力
関
係
が
一
段
と
強

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

公
開
講
座
始
ま
る 

全
9
講
座
提
供 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大

学
の
２
０
１
１
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
第
1
回
は
6
月

19
日
、
金
沢
市
末
町
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
約
２
５
０
人
の
参
加

者
が
、
志
望
学
部
・
学
科
の

説
明
を
聞
い
た
り
、
オ
ー
プ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
賑
わ
う 

 

な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。 

高
校
生
に
対
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
並
行
し
て
、
保

護
者
に
は
資
格
支
援
・
就

職
支
援
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
生
徒
・
保
護
者
が

多
数
訪
れ
、
中
で
も
来
春

完
成
の
女
子
学
生
寮
に
つ

い
て
関
心
が
高
い
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
23
年
度
の
金
沢
学
院

大
学
美
術
文
化
学
部
公
開

講
座
が
6
月
11
日
、
南
町
中

央
ビ
ル
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
最
初
の
講
座
は
、
「
地

域
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ア
ー
ト
」
の
演
目

で
、
地
域
社
会
に
お
け
る
現

代
美
術
の
在
り
様
に
つ
い

て
、
金
沢
市
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
実
例
等
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
メ

デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

大
場
吉
美
教
授
、
吉
田
一
誠

講
師=

写
真=

が
担
当
し
ま
し

た
。 こ

の
後
、
9
月
24
日
ま

で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で 

 

金沢学院と北國銀行 

短
大
北
三
大
会
に
60
人 

包
括
連
携
で
関
係
強
化 

学
校
法
人
金
沢
学
院
と

北
國
銀
行
は
6
月
24
日
、

包
括
的
な
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
協
定
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し

な
が
ら
地
域
社
会
の
発
展

と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。 

金
沢
学
院
大
学
1

号

館
会
議
室
で
、
飛
田
秀
一

理
事
長
と
安
宅
建
樹
頭
取

が
覚
書
を
交
わ
し
ま
し

た
。 
 

5
項
目
の
覚
書 

 

連
携
の
具
体
的
な
範
囲

は
、
次
の
5
項
目
で
す
。 

  

1
、
人
材
育
成
・
交
流 

2
、
学
生
支
援
活
動 

3
、
産
学
連
携
活
動 

4
、
資
金
調
達
・
運
営 

5
、
そ
の
他
相
互
に
連
携

協
力
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
事
項 

飛
田
理
事
長
は
「
大
学

院
に
は
社
会
人
が
学
び
や

す
い
フ
レ
ッ
ク
ス
履
修
生

制
度
が
あ
り
ま
す
。
便
利

な
街
中
の
南
町
中
央
ビ
ル

の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
受

講
で
き
る
の
で
大
い
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。 

ま
た
、
安
宅
頭
取
は
「
短

大
や
高
校
を
含
め
た
提
携

は
初
め
て
で
、
高
校
生
へ

の
金
融
教
育
の
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。 

 

覚書を手に飛田理事長と安宅頭取 =本学会議室 
 

ン
授
業
や
学
食
を
体
験
し
、

一
足
早
い
大
学
生
気
分
を

満
喫
し
ま
し
た
。 

全
体
説
明
会
で
槻
木
裕

学
長
が
挨
拶
し
た
後
、
中
西

一
夫
副
学
長
が
、
大
学
・
短

大
の
概
要
、
教
育
方
針
、
奨

学
金
制
度
、
女
子
学
生
寮 

第
44
回
北
陸
三
県
私
立

短
期
大
学
体
育
大
会
は
6

月
25
日
・
26
日
、
星
稜
女

子
短
期
大
学
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、
金
沢
学
院
短
大

か
ら
6
競
技
に
60
人
が
参

加
し
健
闘
し
ま
し
た
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
2
年

連
続
、
26
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。 

講
堂
を
埋
め
る
参
加
者 

 

一
足
早
く
大
学
生
気
分 

 

 

壮行式で決意を述べ

る部代表   =講堂= 

 


